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本
稿
で
は
、
第
1
回
の
「
都
市
の
二
極
化
時
代
、『
縮

退
戦
略
』
を
実
現
す
る
官
民
連
携
」
を
踏
ま
え
、
将
来
的

に
集
約
化
・
高
密
度
化
が
進
む
都
市
に
お
け
る
持
続
可
能

な
イ
ン
フ
ラ
管
理
お
よ
び
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
行
う
「
自
律

的
経
営
」
の
在
り
方
と
、
そ
れ
を
実
現
し
て
い
く
た
め
の

官
民
の
役
割
に
つ
い
て
提
言
す
る
。

1
．選
択
と
集
中
に
よ
る
都
市
機
能
の
集
約 

化
・
高
密
度
化
の
進
展

　

総
論
で
述
べ
た
通
り
、
2
0
3
0
年
ご
ろ
の
わ
が
国
で

は
、
人
口
減
少
の
加
速
に
伴
い
、
官
民
双
方
の
投
資
効
率

を
高
め
る
た
め
に
、
大
都
市
・
地
方
都
市
と
も
に
都
市
機

能
の
「
集
約
化
・
高
密
度
化
」
が
進
む
。
大
都
市
で
は
、

都
市
の
国
際
競
争
を
勝
ち
抜
く
た
め
の
民
間
投
資
の
回
収

効
率
や
事
業
環
境
の
向
上
が
求
め
ら
れ
る
一
方
、
地
方
都

市
に
お
い
て
は
、
公
的
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
伴
う
費
用
の

縮
減
に
向
け
た
公
共
施
設
お
よ
び
イ
ン
フ
ラ
の
更
新
・
集

約
化
を
徹
底
し
て
図
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

　

規
模
の
大
小
を
問
わ
ず
、
今
後
は
大
都
市
と
地
方
都
市

の
双
方
に
お
い
て
「
集
約
化
・
高
密
度
化
」
す
る
「
エ
リ

ア
」（
例
え
ば
1
㌔
㍍
四
方
の
エ
リ
ア
に
、
数
万
人
単
位

の
昼
夜
間
人
口
が
集
積
し
て
い
る
エ
リ
ア
）
が
数
多
く
生

ま
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
は
、
都
市
機
能
の

複
合
化
（
商
業
や
業
務
、
生
産
、
交
通
拠
点
、
居
住
、
教

育
、
福
祉
等
）
が
進
む
こ
と
に
加
え
、
各
種
の
イ
ン
フ
ラ

（
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
上
下
水
、
交
通
、
物
流
、
情
報
通
信

等
）
の
結
節
点
や
ハ
ブ
、
需
要
地
が
集
中
す
る
。
そ
れ
に

よ
り
、
都
市
の
上
部
空
間
で
は
用
途
の
混
在
や
高
層
化
等

に
よ
っ
て
都
市
機
能
の
高
度
利
用
が
行
わ
れ
る
と
と
も
に
、

地
下
空
間
で
は
イ
ン
フ
ラ
が
複
層
的
に
構
築
さ
れ
る
。

　

本
稿
で
は
、
こ
の
よ
う
に
「
集
約
化
・
高
密
度
化
」
が

進
む
都
市
の
一
部
エ
リ
ア
に
お
い
て
、「
エ
リ
ア
」
単
位

で
「
自
律
的
」
な
経
営
機
能
を
具
備
す
る
必
要
性
を
提
案

す
る
。
な
お
、
こ
こ
で
の
「
自
律
」
は
、「
自
ら
が
律
す

る
＝
判
断
や
意
思
決
定
、
な
ら
び
に
施
策
実
行
能
力
を
備

え
て
い
る
」
こ
と
を
表
す
。

2
．集
約
さ
れ
た
イ
ン
フ
ラ
・
ハ
ー
ド
の
包
括 

的
・
効
率
的
管
理

　

「
集
約
化
・
高
密
度
化
」
し
た
「
エ
リ
ア
」
で
は
、
イ

ン
フ
ラ
や
公
共
施
設
、
商
業
・
業
務
施
設
の
合
理
化
、
複

合
化
が
進
む
。
拠
点
駅
は
交
通
の
結
節
点
と
な
り
、
鉄
道
、

バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
、
自
家
用
車
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
モ
ビ
リ
テ

ィ
（
先
進
技
術
を
用
い
た
1
人
乗
り
の
移
動
車
両
）、
自

転
車
等
の
中
継
地
点
と
な
る
。
地
下
空
間
を
活
用
し
た
共

同
溝
に
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
通
信
、
上
下
水
道
な
ど
の
イ

ン
フ
ラ
も
併
せ
て
埋
設
さ
れ
、
そ
の
上
部
を
高
度
利
用
す

る
形
で
、
業
務
・
住
宅
は
も
ち
ろ
ん
、
民
間
、
公
共
の
施

設
も
集
約
化
さ
れ
て
い
く
。
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
、
商
業
、

業
務
、
住
宅
と
い
う
「
単
一
機
能
」
で
区
分
け
す
る
土
地

利
用
で
は
な
く
、
複
層
的
に
重
な
り
合
う
「
複
数
機
能
」

を
前
提
と
し
た
土
地
利
用
と
な
る
。

　

従
来
、
わ
が
国
で
は
、
拡
張
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て

都
市
構
造
を
つ
く
り
、
投
資
や
維
持
管
理
の
効
率
性
を
向

上
さ
せ
る
た
め
に
、
分
野
や
テ
ー
マ
に
よ
っ
て
用
途
を
分

け
る
、
い
わ
ゆ
る
縦
割
り
型
の
イ
ン
フ
ラ
管
理
や
サ
ー
ビ

ス
提
供
が
行
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら

官
民
連
携
に
よ
る
集
約
型
都
市
に
お
け
る
自
律
的
経
営

前
田
直
之

株
式
会
社
日
本
総
合
研
究
所 

都
市
・
地
域
経
営
戦
略
グ
ル
ー
プ 

マ
ネ
ジ
ャ
ー

月
曜
連
載

2
0
3
0
年　
次
世
代
の
都
市
づ
く
り
と
官
民
連
携
④
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の
集
約
型
都
市
に
お
い
て
は
、
コ
ン
パ
ク
ト
な
「
エ
リ

ア
」
の
中
に
企
業
や
生
活
者
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
が
混
在
す

る
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
縦
割
り
型
の
管
理
や
サ
ー

ビ
ス
で
は
な
く
、「
エ
リ
ア
」
単
位
で
の
分
野
横
断
型
の

マ
ル
チ
タ
ス
ク
機
能
に
転
換
す
る
べ
き
で
あ
る
。

　

分
野
横
断
型
の
マ
ル
チ
タ
ス
ク
機
能
を
実
現
す
る
た
め

に
は
、
集
約
化
さ
れ
た
情
報
通
信
網
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス

テ
ム
、
交
通
シ
ス
テ
ム
、
上
下
水
道
な
ど
の
各
種
イ
ン
フ

ラ
に
加
え
、
高
密
度
化
し
て
い
る
民
間
施
設
・
公
共
施
設

等
の
ハ
ー
ド
を
一
体
的
に
管
理
し
つ
つ
、
サ
ー
ビ
ス
を
複

合
的
に
提
供
で
き
る
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。
例
え
ば
、
情
報
通
信
技
術
（
I
C
T
）
に
よ
る
イ
ン

フ
ラ
管
理
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
高
度
道
路
交

通
シ
ス
テ
ム
（
I
T
S
＝
人
、
道
路
、
自
動
車
間
で
情
報

の
授
受
を
行
い
、
渋
滞
や
事
故
、
環
境
問
題
等
を
解
決
す

る
仕
組
み
）
サ
ー
ビ
ス
等
が
考
え
ら
れ
る
。

3
．複
雑
化
す
る
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
ビ
ッ
グ 

デ
ー
タ
の
活
用

　

多
様
な
都
市
機
能
が
集
約
化
す
る
「
エ
リ
ア
」
で
は
、

大
都
市
・
地
方
都
市
の
双
方
で
業
務
機
能
、
商
業
機
能
、

行
政
機
能
お
よ
び
住
機
能
が
混
在
す
る
こ
と
で
、
属
性
も

多
世
代
、
多
国
籍
と
な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
こ
れ
に

よ
っ
て
、
例
え
ば
ビ
ジ
ネ
ス
を
行
う
企
業
や
就
業
者
向
け

と
、
日
常
生
活
を
送
る
居
住
者
向
け
と
を
複
合
さ
せ
た
サ

ー
ビ
ス
が
求
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　

一
方
で
I
C
T
の
高
度
化
に
よ
っ
て
、
人
々
の
行
動
様

式
や
嗜し

こ
う好

、
購
買
活
動
等
の
細
か
な
動
き
は
、「
デ
ー
タ
」

と
し
て
蓄
積
さ
れ
て
い
く
。
企
業
活
動
や
市
民
生
活
が
高

密
度
化
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
人
や
モ
ノ
の
動
き
を
効
率

化
・
円
滑
化
す
る
た
め
に
、
I
C
T
に
よ
る
制
御
や
管
理

が
不
可
欠
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
I
C
T
が
高
度
化
す
る

中
で
「
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
」
と
呼
ば
れ
る
膨
大
な
デ
ー
タ
が

蓄
積
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

　

集
約
化
さ
れ
た
「
エ
リ
ア
」
の
デ
ー
タ
は
、
不
特
定

多
数
の
デ
ー
タ
の
集
積
で
は
な
く
、「
エ
リ
ア
」
の
中
で
、

深
度
化
・
複
層
化
し
た
「
厚
み
」
を
持
っ
た
ビ
ッ
グ
デ
ー

タ
で
あ
る
。
一
つ
の
場
所
に
は
、
上
部
空
間
と
地
下
空
間

の
イ
ン
フ
ラ
や
ハ
ー
ド
の
情
報
が
重
な
り
、
活
動
す
る

個
々
人
に
は
、
就
労
や
生
活
の
ラ
イ
フ
ロ
グ
が
属
性
と
し

て
付
与
さ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
い
く
つ
も
の
情
報
の
レ
イ
ヤ
ー
が
重
な

る
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
分
析
・
解
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、
複

雑
化
す
る
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
応
え
る
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
ア

プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
出
し
て
い
く
可
能
性
が
高
ま

る
。
ま
た
、「
エ
リ
ア
」
を
単
位
と
し
た
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ

は
、
官
が
保
有
す
る
デ
ー
タ
、
民
が
保
有
す
る
デ
ー
タ
、

個
人
情
報
な
ど
が
重
な
り
合
う
も
の
で
あ
る
。「
エ
リ
ア
」

で
は
、
こ
れ
ら
の
官
民
の
デ
ー
タ
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
を
具

備
す
る
と
と
も
に
、
集
め
ら
れ
る
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
活
用

し
て
、
イ
ン
フ
ラ
や
施
設
な
ど
の
都
市
機
能
・
都
市
管
理

の
効
率
性
を
高
め
、
サ
ー
ビ
ス
の
付
加
価
値
を
向
上
さ
せ

る
機
能
が
求
め
ら
れ
る
。

4
．事
業
継
続
性
を
備
え
た
リ
ジ
リ
エ
ン
ト
な 

エ
リ
ア

　

都
市
機
能
が
1
カ
所
に
集
中
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、

高
密
度
化
し
て
い
る
ゆ
え
に
、
そ
の
場
所
が
想
定
外
の
災

害
な
ど
に
よ
っ
て
被
害
を
受
け
た
場
合
、
都
市
そ
の
も
の

が
機
能
不
全
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
非
常
事
態
に
備
え
、

企
業
や
市
民
の
安
全
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
都
市
機
能

の
復
旧
プ
ロ
セ
ス
、
周
辺
地
域
で
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
機
能
、

イ
ン
フ
ラ
の
多
重
性
な
ど
、
事
業
継
続
性
を
確
保
し
て
お

く
こ
と
が
重
要
と
な
る
。

　

わ
れ
わ
れ
が
過
去
の
大
規
模
災
害
か
ら
学
ん
だ
こ
と

は
、
都
市
の
ハ
ー
ド
ウ
エ
ア
の
強

き
ょ
う
じ
ん靭
化
だ
け
で
は
、
事
業

継
続
性
を
担
保
し
、
市
民
の
生
活
を
維
持
す
る
に
は
必
ず

し
も
十
分
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
の

都
市
に
求
め
ら
れ
る
リ
ジ
リ
エ
ン
ス
（
災
害
対
応
力
、
回

復
力
）
は
、
機
能
が
集
約
化
さ
れ
た
「
エ
リ
ア
」
単
位
で
、

予
測
不
能
な
事
態
へ
の
迅
速
か
つ
的
確
な
対
応
を
可
能
に

す
る
意
思
決
定
機
能
を
保
有
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

災
害
時
に
お
い
て
、
一
時
避
難
誘
導
や
非
常
用
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
活
用
、
備
蓄
品
の
供
給
な
ど
、
市
民
の
安
全
や
事

業
継
続
等
に
関
わ
る
即
時
対
応
力
は
、
行
政
だ
け
で
は
対

応
し
き
れ
な
い
。
一
方
、
こ
の
よ
う
な
災
害
対
応
力
を

個
々
の
企
業
や
個
人
に
求
め
る
こ
と
は
、
社
会
的
コ
ス
ト

が
肥
大
化
す
る
要
因
と
な
る
。
非
常
時
に
お
い
て
、
迅
速

な
意
思
決
定
に
基
づ
き
、
集
約
化
さ
れ
た
「
エ
リ
ア
」
の

中
で
官
民
双
方
の
領
域
に
ま
た
が
る
都
市
機
能
を
的
確
に

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
災
害
対
応
力
や
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事
業
継
続
性
を
高
め
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

5
．官
民
連
携
に
よ
る
集
約
化
さ
れ
た 

「
エ
リ
ア
」の
自
律
的
経
営
の
実
現
に
向
け
て

　

以
上
の
よ
う
に
、
集
約
化
さ
れ
た
「
エ
リ
ア
」
に
お
い

て
は
、
自
律
し
た
「
経
営
」
の
機
能
を
具
備
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
経
営
は
、
従
来
の
行
政
に
よ
る

分
野
縦
割
り
型
の
イ
ン
フ
ラ
管
理
や
公
共
サ
ー
ビ
ス
、
も

し
く
は
特
定
の
顧
客
セ
グ
メ
ン
ト
に
対
す
る
民
間
サ
ー
ビ

ス
の
視
点
で
は
な
い
。
集
約
化
し
た
「
エ
リ
ア
」
全
体
を

対
象
と
し
て
、
官
民
双
方
の
視
点
に
立
ち
な
が
ら
、
自
律

的
な
意
思
決
定
と
リ
ソ
ー
ス
配
分
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

官
民
融
合
型
の
経
営
主
体
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
事
業
体

に
は
、
行
政
が
管
理
す
る
イ
ン
フ
ラ
、
施
設
の
管
理
権
限

が
移
譲
さ
れ
る
と
と
も
に
、
民
間
に
よ
る
効
率
的
な
組
織

運
営
や
合
理
的
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
備
わ
っ

て
い
る
。

　

今
後
、
こ
の
よ
う
な
集
約
化
さ
れ
た
「
エ
リ
ア
」
の
自

律
的
な
経
営
を
官
民
連
携
で
実
現
し
て
い
く
た
め
に
、
官

民
双
方
が
取
り
組
む
べ
き
課
題
に
つ
い
て
、
以
下
の
3
点

を
提
示
す
る
。

（
1
）縦
割
り
か
ら
分
野
横
断
へ
の
転
換

　

集
約
化
さ
れ
た
「
エ
リ
ア
」
の
自
律
し
た
経
営
機
能
を

官
民
連
携
で
具
備
し
て
い
く
た
め
、
ま
ず
行
政
に
お
い
て

は
、
分
野
に
よ
っ
て
施
設
の
管
理
や
サ
ー
ビ
ス
の
所
管
が

異
な
る
縦
割
り
の
構
造
を
排
し
、
集
約
化
を
進
め
る
「
エ

リ
ア
」
を
対
象
と
し
た
意
思
決
定
と
事
務
の
一
元
化
を
図

る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

　

現
在
、
国
と
地
方
自
治
体
の
間
で
は
、
総
合
特
区
や
国

家
戦
略
特
区
な
ど
の
特
区
制
度
に
お
い
て
、
特
定
エ
リ
ア

を
対
象
と
し
た
分
野
横
断
的
な
制
度
設
計
、
事
業
戦
略
な

ど
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
に
述
べ
た
「
集
約

化
・
高
密
度
化
」
し
た
都
市
は
、
ま
さ
に
こ
の
特
区
の
よ

う
な
「
エ
リ
ア
」
が
大
都
市
、
地
方
都
市
に
点
在
し
て
い

る
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。

（
2
）都
市
の
特
性
を
見
極
め
た
官
民
の
役
割
分
担

　

次
に
、
行
政
は
集
約
化
さ
れ
た
「
エ
リ
ア
」
の
経
営
主

体
の
組
成
に
向
け
て
、
民
間
と
の
役
割
分
担
、
連
携
を
図

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
実
際
に
は
、
大
都
市
と
地
方
都

市
で
は
、
同
じ
よ
う
に
都
市
の
集
約
化
や
高
密
度
化
が
な

さ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
の
目
的
が
異
な
る
た
め
に
、
そ
れ

ぞ
れ
民
間
と
公
共
の
投
資
配
分
が
異
な
る
だ
ろ
う
。

　

大
都
市
で
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
経
済
市
場
で
の
競
争
力
を

維
持
し
て
い
く
こ
と
が
主
眼
に
な
り
、
民
間
主
導
に
よ
る

投
資
が
進
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
既
に
、
東
京
都
心
に

お
い
て
は
、
大
丸
有
（
大
手
町
・
丸
の
内
・
有
楽
町
エ
リ

ア
）、
日
本
橋
、
六
本
木
な
ど
に
お
い
て
、
開
発
を
主
導

す
る
民
間
事
業
者
に
よ
っ
て
自
律
的
経
営
が
始
め
ら
れ
て

い
る
。
都
市
管
理
の
効
率
性
を
高
め
、
サ
ー
ビ
ス
の
付
加

価
値
を
向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、
災
害
時
等
に
お
い
て
都

市
機
能
が
停
止
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
事
業
継
続
性
の
確

保
に
も
努
め
て
い
る
。

　

他
方
、
地
方
都
市
で
は
、
都
市
機
能
の
維
持
や
公
共
投

資
の
効
率
化
を
図
る
た
め
、
一
定
の
行
政
の
関
与
が
不
可

欠
で
あ
る
。
都
市
の
経
営
を
官
民
連
携
で
実
現
し
て
い
く

た
め
に
は
、
双
方
の
目
的
、
使
命
を
踏
ま
え
て
、
都
市
の

特
性
に
最
も
適
し
た
官
民
の
リ
ス
ク
負
担
、
権
限
、
投
資

配
分
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

図表
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（
3
）「
自
律
的
な
経
営
機
能
」を
日
本
独
自
の 

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
と
し
て
海
外
輸
出
を

　

東
日
本
大
震
災
の
直
後
、
多
く
の
地
域
に
お
い
て
計
画

停
電
が
行
わ
れ
た
が
、
自
立
し
た
電
源
を
有
し
て
い
た
六

本
木
エ
リ
ア
に
備
え
ら
れ
た
事
業
継
続
性
は
、
新
し
い
都

市
、「
エ
リ
ア
」
の
付
加
価
値
と
し
て
世
界
か
ら
注
目
を

集
め
た
。

　

そ
し
て
、
こ
の
事
業
継
続
性
は
、
都
市
の
新
し
い
付
加

価
値
と
し
て
世
界
か
ら
注
目
を
集
め
、
今
や
、
企
業
も
住

民
も
こ
の
よ
う
な
自
律
的
な
経
営
機
能
を
備
え
た
「
エ
リ

ア
」
を
高
く
評
価
し
、
選
択
し
つ
つ
あ
る
。

　

一
方
、
現
在
、
わ
が
国
で
は
「
都
市
輸
出
・
イ
ン
フ
ラ

輸
出
」
を
進
め
る
た
め
、
物
理
的
な
イ
ン
フ
ラ
、
ハ
ー
ド

の
一
体
的
な
整
備
、
シ
ス
テ
ム
化
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

今
後
は
、
そ
こ
に
本
稿
で
述
べ
た
「
自
律
的
な
経
営
機

能
」
を
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
化
し
て
具
備
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
他
国
と
の
差
別
化
を
図
り
、
輸
出
に
お
け
る
競
争
力

の
強
化
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。

　

ア
ジ
ア
で
は
、
新
興
国
よ
り
も
一
足
先
に
人
口
減
少
局

面
を
迎
え
、
長
き
に
わ
た
り
災
害
と
共
に
歩
ん
で
き
た
わ

が
国
で
は
、
イ
ン
フ
ラ
や
ハ
ー
ド
の
物
理
的
な
集
約
手
法

だ
け
で
な
く
、
そ
の
維
持
管
理
や
サ
ー
ビ
ス
、
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
方
策
を
一
体
的
な
シ
ス
テ
ム
と
し
て
捉
え
、
そ
の

経
営
モ
デ
ル
を
具
現
化
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
有
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
今
後
、
同
様
の
社
会
的
課
題
の
到
来
を
迎
え
る

海
外
諸
国
に
対
す
る
先
導
モ
デ
ル
と
も
な
る
だ
ろ
う
。
民

間
主
導
型
モ
デ
ル
、
官
民
連
携
（
P
P
P
）
モ
デ
ル
、
官

主
導
型
モ
デ
ル
な
ど
、
イ
ン
フ
ラ
・
ハ
ー
ド
の
整
備
と
一

体
化
し
た
複
合
的
な
経
営
モ
デ
ル
を
示
す
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
現
在
は
も
の
づ
く
り
が
主
導
し
て
い
る
「
都
市
輸

出
・
イ
ン
フ
ラ
輸
出
」
の
大
き
な
付
加
価
値
と
な
り
、
官

民
連
携
に
よ
る
市
場
を
創
出
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。


